
近
年
、
気
候
変
動
と
と
も
に
自
然
災
害
が
頻
発
・

激
甚
化
し
て
い
る
。

「
水
を
治
め
る
も
の
は
国
を
治
め
る
」
と
の
こ
と
わ

ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
治
水
は
国
家
の
重
要
な
役
割
で

あ
る
。
一
方
、
住
民
の
安
全
安
心
の
た
め
に
治
水
整
備

を
進
め
た
こ
と
で
、
逆
に
、
従
来
は
人
が
住
ま
な
か
っ

た
エ
リ
ア
ま
で
開
発
が
進
み
、
人
が
移
り
住
む
現
象
が

多
々
確
認
さ
れ
て
い
る（
筆
者
ら
は
こ
れ
を
「
治
水
整

備
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
表
現
し
て
い
る
）。
土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
つ
い
て
も
、
都
市
の
膨
張
圧
力
に
応
じ
、

同
様
に
災
害
リ
ス
ク
を
高
め
る
現
象
が
生
じ
て
い
る
。

筆
者
ら
は
、オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
な
ど
を
も
と
に
、こ
れ

ま
で
見
過
ご
し
て
き
た
重
要
な
社
会
課
題
「
都
市
の

ひ
ず
み
」
を
客
観
的
か
つ
定
量
的
に
社
会
に
提
示
す

る
観
点
か
ら
、
デ
ー
タ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
日
本

経
済
新
聞
社
と
の
共
同
調
査
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
水
没
危
険
地
域（
洪
水
浸
水
想
定
区

域
）に
お
け
る
人
口
増
加
の
動
向
な
ら
び
に
土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
位
置
す
る
住
宅
戸
数
に
つ
い
て
紹
介
す
る

（
注
１
）。

水
没
危
険
地
域︵
洪
水
浸
水
想
定
区
域
︶に

お
け
る
人
口
増
加
の
動
向

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
、
国
土
数
値
情
報

（
注
２
）の
洪

水
浸
水
想
定
区
域（
１
次
メ
ッ
シ
ュ

（
注
３
））の
「
洪
水
予
報

河
川
・
水
位
周
知
河
川
」
お
よ
び
「
そ
の
他
の
河
川
」

の
想
定
最
大
規
模
範
囲（
２
０
２
２
年
）とe-Stat

の

国
勢
調
査
：
人
口
デ
ー
タ（
５
０
０
㍍
メ
ッ
シ
ュ
）（
２

０
０
０
年
、
２
０
２
０
年
）を
も
と
に
分
析
を
進
め
た
。

図
表
１
に
示
す
通
り
、
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
２

０
年
に
お
い
て
、
全
国
の
浸
水
想
定
区
域
が
存
在
す

る
市
街
化
区
域

（
注
４
）全
体
で
は
、
約
７
％
の
人
口
増
加
が

確
認
さ
れ
る
。
一
方
、
同
じ
市
街
化
区
域
内
で
も
リ

ス
ク
の
高
い
浸
水
想
定
区
域
で
は
、
そ
れ
を
上
回
る

約
９
％
の
人
口
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

う
ち
、
市
街
化
区
域
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
自
治

体
を
取
り
上
げ
る
と
、
市
街
化
区
域
で
は
約
６
％
の

人
口
減
少
な
の
に
対
し
、
同
じ
市
街
化
区
域
内
の
浸

水
想
定
区
域
で
は
マ
イ
ナ
ス
２
％
と
人
口
減
少
傾
向

が
小
さ
い
。
さ
ら
に
、
筆
者
ら
が
特
に
着
目
し
た
、

市
街
化
区
域
で
は
人
口
が
減
少
し
て
い
る
一
方
、
浸

水
想
定
区
域
で
は
人
口
増
加
と
な
っ
て
い
る
自
治
体

を
取
り
上
げ
る
と
、
市
街
化
区
域
で
は
約
３
％
の
人

口
減
少
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
じ
市
街
化
区
域
内
の

浸
水
想
定
区
域
で
は
約
３
％
の
人
口
増
加
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
自
治
体（
町
村
を
除
く
）と
し
て
、
広
島

県
尾
道
市（
市
街
化
区
域
人
口
約
６
％
減
／
浸
水
想

定
区
域
人
口
約
39
％
増
）、
北
海
道
函
館
市（
同
約
17

％
減
／
同
約
23
％
増
）、
愛
知
県
瀬
戸
市（
同
約
４
％

減
／
同
約
15
％
増
）、
広
島
県
呉
市（
同
約
９
％
減
／

同
約
11
％
増
）な
ど
が
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。

上
記
の
全
体
傾
向
分
析
に
は
、
想
定
浸
水
深
が

０
・
５
～
３
㍍
未
満
の
地
域
が
含
ま
れ
る
。
そ
こ
で

次
に
、
命
の
危
険
が
高
ま
る
３
㍍
以
上（
住
宅
２
階

分
に
相
当
）の
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
地
域
に
分
析
対

象
を
絞
っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
う
し
た
区
域
で
は
、

２
０
２
０
年
時
点
で
全
国
約
７
９
０
万
人
と
、
２
０

０
０
年
か
ら
約
８
％
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。
人
口

日
建
設
計
総
合
研
究
所
執
行
役
員

川かわよ
け除
隆たかひ

ろ広

水
没
危
険
地
域
に
お
け
る
人
口
増
加
動
向
と

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
位
置
す
る
住
宅
戸
数

│
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
分
析
に
み
る
都
市
の
ひ
ず
み
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増
加
幅
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
、
東
京
都
江
戸
川

区
と
足
立
区
の
約
４
万
５
０
０
０
人
で
、
埼
玉
県
川

口
市
の
約
３
万
５
０
０
０
人
が
続
く
。
千
葉
県
流
山

市
な
ど
首
都
圏
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ほ
か
、
平
成
30
年

（
２
０
１
８
年
）7
月
豪
雨（
西
日
本
豪
雨
）で
被
災
し

た
岡
山
県
倉
敷
市
や
総
社
市
で
も
人
口
が
増
加
し
て

い
る
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
位
置
す
る

住
宅
戸
数

国
土
数
値
情
報
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域（
２
０
１

９
年
、
特
別
警
戒
区
域
や
基
礎
調
査
段
階
を
含
む
）

と
当
社
保
有
の
全
国
建
物
ポ
イ
ン
ト
デ
ー
タ（
２
０

２
０
年
）を
も
と
に
分
析
を
進
め
た
。
な
お
、
住
宅

に
つ
い
て
は
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
、
事
業
所
を

兼
ね
た
住
宅
等
を
含
め
、
棟
数
で
は
な
く
戸
数
を
集

計
し
た
。

図
表
２
に
示
す
通
り
、
全
国
の
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
立
地
す
る
建
物
は
約
３
２
１
万
戸
存
在
す
る
。

う
ち
住
宅（
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
を
含
む
）は
約
２
７
０

万
戸
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
約
92
万
戸

が
市
街
化
区
域
内
に
存
在
し
て
い
る
。
住
宅
・
土
地

統
計
調
査

（
注
５
）（
２
０
１
８
年
）に
よ
る
と
、
全
国
の
市
街

化
区
域
内
に
は
約
４
６
２
１
万
戸
の
住
宅
が
あ
り
、

そ
の
約
２
％
が
土
砂
災
害
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
と

の
計
算
に
な
る
。
市
街
化
区
域
で
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
立
地
す
る
住
宅
が
多
か
っ
た
自
治
体
と
し
て
、

広
島
市
７
万
６
１
４
１
戸
、
横
浜
市
７
万
３
４
７
９

戸
、
神
戸
市
４
万
９
７
３
５
戸
、
神
奈
川
県
横
須
賀

市
４
万
４
９
９
８
戸
な
ど
が
上
位
に
位
置
す
る
。

政
策
の
動
向

こ
う
し
た
危
険
な
地
域
に
お
け
る
開
発
は
抑
制
す

る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
市
街
化
区
域
に
は
公
共
施

設
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
い
、
一
定
の
面
積
未
満
な

ら
許
可
申
請
を
行
わ
な
く
て
も
建
物
が
建
て
ら
れ
る
。

上
記
等
を
踏
ま
え
、
国
土
交
通
省
は
２
０
２
０
年

に
都
市
計
画
法
と
都
市
再
生
特
別
措
置
法
を
改
正
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
に
お
け

る
開
発
抑
制
策
と
し
て
、
開
発
許
可
段
階
で
の
、
災

害
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
、
都
市
計
画
区
域
全
域

の
住
宅
等（
自
己
居
住
用
を
除
く
）お
よ
び
業
務
用
施

設
の
開
発
の
原
則
禁
止
や
、
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア

な
ど
に
お
け
る
市
街
化
調
整
区
域
内
の
住
宅
等
の
開

発
許
可
の
厳
格
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ソ

フ
ト
対
策
と
し
て
、
立
地
適
正
化
計
画
に
お
け
る
居

住
誘
導
区
域
内
の
防
災
対
策
・
安
全
確
保
策
を
定
め

る
「
防
災
指
針
」
の
策
定
が
追
加
さ
れ
、
避
難
路
や

防
災
公
園
の
整
備
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
１
時
間
の
降
水
量
が
80
㍉
以

上
な
ど
の
猛
烈
な
雨
の
発
生
頻
度
は
、
１
９
８
０
年

ご
ろ
の
約
２
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
な

く
自
然
災
害
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。
気
候
変
動

が
大
き
く
進
む
中
、
今
後
も
自
然
災
害
に
よ
る
人

的
・
物
的
被
害
の
発
生
を
最
小
限
に
抑
え
る
取
り
組

み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

人
口
減
少
が
進
む
中
、

行
政
効
率
を
上
げ
る
た

め「
立
地
適
正
化
計
画
：

居
住
誘
導
区
域
」
を
設

け
て
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
ー
化
を
計
画
す
る
自

治
体
も
多
い
。
国
土
交

通
省
の
２
０
２
０
年
10

月
時
点
の
調
査
で
は
、

居
住
誘
導
区
域
を
設
定

す
る
３
４
１
都
市
の
９

割
が
、
浸
水
想
定
区
域

を
居
住
誘
導
区
域
の
対

象
に
含
め
て
い
た
。

（
注
１
）日
本
経
済
新
聞
（
電
子
版
）「
市
街
地
の
水
没
危
険
域
で
人
口
増

20
年
で
60
万
人
、
行
政
誘
導
も
」（
２
０
２
３
年
８
月
23
日
）、

「
広
島
・
横
浜
…

全
国
の
市
街
地
92
万
戸
に
土
砂
災
害
リ
ス

ク
」（
２
０
２
１
年
６
月
22
日
、
２
０
２
１
年
７
月
４
日
更
新
）

（
注
２
）国
土
数
値
情
報
：
国
土
計
画
の
策
定
や
実
施
の
支
援
の
た
め
、

地
形
、
土
地
利
用
、
公
共
施
設
、
交
通
な
ど
に
関
す
る
基
礎
的

情
報
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
公
開
し
て
い
る
も
の

（
注
３
）１
次
メ
ッ
シ
ュ
：
国
の
行
政
機
関
が
作
成
す
る
地
域
メ
ッ
シ
ュ

統
計
単
位
の
一
つ
。
全
国
を
お
よ
そ
80
キロメートル
四
方
に
分
割
し
て
で

き
る
区
域

（
注
４
）市
街
化
区
域
：
都
市
計
画
法
で
指
定
さ
れ
る
都
市
計
画
区
域
の

一
つ
。
す
で
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
区
域
と
お
お
む
ね
10

年
以
内
に
優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域

（
注
５
）住
宅
・
土
地
統
計
調
査
：
国
の
基
幹
統
計
と
し
て
、
５
年
ご
と

に
わ
が
国
の
住
宅
と
居
住
す
る
世
帯
の
状
況
、
世
帯
の
保
有
す

る
土
地
等
の
実
態
を
把
握
す
る
も
の

-8% -6% -4% -2% 0% 2% 4% 6% 8% 10%

市街化区域人口

市街化区域内の浸水想定区域人口

市街化区域人口

市街化区域内の浸水想定区域人口

市街化区域人口

市街化区域内の浸水想定区域人口

全国（浸水想定区域が存在する市街化区域）

うち（市街化区域人口減少自治体）

うち（市街化区域人口減少かつ浸水想定区域人口増加自治体）

563自治体

7%

-6%

-2%

-3%

3%

9%

112自治体

34自治体

土砂災害警戒区域に
ある全国の建物

0 100 200 300 400 万戸

うち住宅

（事務所や商業施設、
公共施設などを含む）

269万9700戸

320万6200戸

91万9900戸
うち市街化区域内
の住宅

図表１ 水没危険地域における
人口増加動向（2000年→2020年）

図表２ 土砂災害警戒区域に位置する
住宅戸数（2020年）
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